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長時

叢

第
六
鋭

(
圃
曲
師
百
四
骨
回
抽
)

第
二
十
四
容

昭
和
二
年
六
月
後
行

論

てF

Jν 

の

農

業

経

済

問

ク

ス

其

自
作
農
的
小
農
業
に
閲
す
る
見
解河

田

嗣

j¥) 

7

b

F

F

ス
は
農
業
経
携
に
就
い
て
特
に
碗
究
し
た
ピ
い
ふ
わ
け
で
は
な
い
。
資
本
論
其
他
に
於
て
一
般
的
に
経

務
理
論
を
設
〈
に
賞
h
折
に
蜘
れ

τ農
業
経
済
上
の
所
見
を
明
炉
に

Lτ
居
る
に
過
ぎ
ぬ
。
特
に
そ
の
理
論
方
面

に
於
て
古
う
で
あ
る
o

併
し
資
本
的
蓄
積
の
一
般
法
則
正
所
調
本
川
市
的
蓄
積
ご
を
設
〈
に
就
い
て
は
、
資
本
論
中

に
資
本
的
蓄
積
の
一
般
法
則
的
例
示
ご

Lτ
英
吉
利
の
農
業
フ
ロ
レ
タ
9
ア

1
ト
に
閲
す
る
詳
し
き
説
明
を
矯
し

論

震

第
二
十
四
巻

第

都

マ
ル
ク
ス
町
農
業
純
油
関
取

九
回
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r 

論

議

マ
ル
ク
ス
の
農
業
組
済
観

第
ニ
十
四
巻

第
プミ
枕

九
四
四

又
所
調
本
来
的
蓄
積
の
過
渡
の
説
明
Z
し
て
農
民
l
劃
す
る
土
地
剥
奪
の
宥
様
を
詳
細
に
逃
ぺ
て
居
る
。
農
業
改

草
に
闘
す
る
見
地
は
其
一
捕
を
共
産
議
宣
言
中
仁
窺
ふ
-
』
ど
が
出
来
る
。
私
は
資
本
論
中
諸
所
仁
散
見
す
る
所
ご

7

p

h

y

λ

の
農
業
経
済
論
を
探
っ

τみ
た
い
ご
思
ふ
。
そ
し
て

共
産
黛
宣
言
に
於
て
一
弔
さ
れ
た
る
所
ピ
に
協
b
、

濁
逸
枇
曾
民
主
黛
を
中
心
勢
力
ご
す
る
枇
曾
主
義
者
の
農
政
上
の
議
論
ご
方
策
古
一
炉
、
主
-
と
し
て
7

U

F

F

ス

ω示

し
た
理
論
正
見
地

E
を
基
礎
ご

Lτ
居
る
こ
ご
は
い
ふ
迄
も
な
い
o

7

ル
ク

λ

は
徐
剰
償
値

ω生
産
、
そ
の
資
本
主
階
放
に
よ
る
搾
取
、
従
て
生
十
る
資
本
的
蓄
積
等
に
閥

L
一ーは

理
論
も
過
程
も
大
概
農
業
に
も
工
業
に
も
共
通
で
あ
っ
て
、
特
に
農
業
経
拙
胴
上
の
現
諭
ご
し
て
立

τな
け
れ
ば
な

ら
ぬ
も
り
は
無
い
ご
見
て
居
る
ゃ
う
で
ゐ
る
o

帥
も
同
一
の
理
論
が
一
般
的
法
則

Z
L
て
諸
多
の
産
業
方
面
仁
袋

蛍
す
る
も
の
ご
兎
1
居
る
ゃ
う
で
ゐ
る
む
少
〈
さ
も
マ

w
p
z
は
「
農
業
に
在
つ
で
も
工
業
に
於
り
ゐ
が
如
〈
生

産
地
程

ω資
本
制
的
援
化
は
生
産
者
の
娘
苦
市
民
ご
し
て
、
抽
労
働
手
段
は
叫
労
働
者
の
仰
腿
手
段
ご

L
て
搾
取
手
段
ご

し
て
叉
成
貧
手
段
ご
し

τ・
拙
骨
働
過
程
の
枇
曾
的
結
合
は
労
働
者
の
個
人
的
な
る
活
動
ご
自
由
ピ
獅
立
正
の
組
織

的
魅
迫
ご
し
て
表
ば
れ
る
も
の
だ
」
己
信
じ
て
居
る
の
で
ゐ
っ
て
、
農
業
に
於
り
る
ピ
工
業
に
於
け
る
ご
其
間
匝

別
の
認
む
ぺ
き
も
の
め
り
己
は
考
へ
て
居
ら
ぬ
。

「
都
市
の
工
業
に
於
け
る
が
如
〈
現
代
の
農
業
に
於
て
も
亦
培

加
さ
れ
た
る
生
産
力
ご
勢
働
の
増
加
さ
れ
た
る
融
通
性
ピ
は
、
勢
働
力
そ
の
も
の
、
荒
臨
刷
工
哀
疲
己
に
依
て
購
は
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れ
る
も
の
で
」
然
か
も
集
合
統
一
言
い
ム
-
』
ご
が
都
市
帥
労
働
者
の
抵
抗
力
を
増
す
に
反
し
て
、
農
業
努
働
者
が
康

き
両
積
の
上
に
散
狂
す
る
こ
正
は
彼
等
の
祇
抗
力
を
打
破
す
る
所
以
で
あ
る
。

7
y
h
y
A

の
脱
毛
所
で
は
、
農
業
に
在
っ
て
も
亦
工
業
に
於
け
る
が
如
く
、
資
本
本
位
的
な
る
大
規
模
生
産

は
・
漸
次
労
働
本
位
的
な
る
小
規
模
生
産
を
座
倒
し
て
、
そ
の
生
産
者
等

ω事
業
家

Z
L
τ
の
獅
立
を
失
は

L
め、

彼
等
を
雌
つ
JL
無
産
労
働
者
階
級
に
陥
ら
し
む
る
も
の
正
規
る
の
で
ゐ
る
o

此
の
越
化
に
依

τ蓄
剥
曾
の
健
一
盛
花

る
自
作
農
民
が
打

C
ぼ
さ
れ
、
そ
れ
に
代
つ

τ賃
備
献
労
働
者
が
表
は
れ
る
こ
ご
は
農
業
Z
V
ふ
鋲
域
内
に
於
℃
最

も
革
命
的
な
働
を
怨
す
も
の
H
H
E
見
て
居
る
。
斯
〈
て
農
業
に
も
資
本
的
な
大
生
産
が
笹
ま
れ
る
や
う
仁
な
れ

ば
、
「
朝
日
慣
に
捕
以
れ
わ
い
る
非
合
理
的
な
経
替
に
代
っ
て
稗
凪
干
の
意
識
的
に

Lτ
技
術
的
な
る
廊
用
が
行
は
れ
る

ニ
ピ
、
な
る
。
」
卸

L
「
農
業
己
工
業
主
の
幼
稚
に
し
て
未
後
逗
な
る
形
骸
を
纏
ふ
工
居
る
所
の
原
始
的
な
家
族
的

紙
椅

ω破
壊
は
資
本
的
な
る
生
産
方
法
に
依

τ成
就
P
れ
る
の
で
あ
る
。
」
り
れ
ど
も
「
此
の
資
本
的
な
る
生
産
方

よ
b
高
き
結
合
の
物
質
的
儀
件
を
ば
耐
者
の
樹
立
的
に
港
b
成

さ
れ
た
る
形
館
り
基
礎
の
上
に
創
h
出
す
も
の
で
ゐ
る
0

」

法
は
同
時
に
又
農
業
ご
工
業
ご
の
、
新
党
な
る
、

斯
〈
マ

W

ク
兄
の
観
る
所
で
は
、
現
代
農
業
も
工
業
同
様
に
資
本
主
義
的
な
る
新
生
産
組
織
仁
依
る
新
生
産
方

法
の
骨
岬
仁
革
命
的
な
洗
硝
を
受
り
ざ
る
を
得
古
る
も
の
で
ゐ
つ

τ、
然
か
も
之
が
鋳
め
に
農
民
の
多
数
は
無
産
勢

働
者
化
せ
ら
れ
、
其
等
貨
傭
労
働
者
は
叉
資
本
主
義
的
な
る
捧
収
ご
掬
魅
ご
を
受
げ

Y
る
を
得
ぎ
る
境
遇
に
置
が

笛

議

マ
f

ル
タ
九
四
農
業
部
涛
翻

第
二
十
四
巻

九
四
五

第
六
脱
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論

議

マ
ル
ク
ス
白
農
業
組
植
問
視

第
二
十
四
巻

九
回
大

第
六
誠

四

れ
る
が
、
農
業
に
取
っ
て
更
に
悲

U
て
き
こ
正
は
、

農
業
に
於
け
る
機
械
使
用
は
そ
が
工
業
労
働
者
に
濁
し
て
師
団

す
種
々
の
肉
髄
的
な
不
利
盆
か
ら
大
抵
菟
れ
る
も
の
な
る
が
縛
に
、
機
械
は
農
業
方
面
バ
於
て
は
工
業
方
面
に
於

り
る
よ
'
り
も
努
働
者
の
過
剰
£

ν
ふ
事
貨
を
一
層
力
強
〈
叉
何
等
の
抵
抗
な
し
に
惹
起
す
も
の
な
る
こ
古
こ
れ
で

部
分

あ
る

o
E
し

τ共
過
剰
ピ
な
っ
た
農
業
捗
働
者
等
は
、
農
業
人
口
の
担
割
的
過
剰
正
い
ふ
現
象
正
な
り
、

は
外
国
じ
移
住
し
一
部
分
は
都
曾
に
向
っ
て
流
出
す
る
こ
正
、
な
り
、
片
山
・
に
叉
都
曾
に
於
け
る
努
働
者
の
供
給
過

剃
ご
い
ム
事
貰
正
之
に
件
ふ
生
活
困
難
ご
を
激
成
せ
ざ
る
を
得
，
さ
る
こ
芭
、
、
な
る
の
で
あ
る
o

7

Y

ク
ス
の
観
る
所
大
皿
閣
に
於
て
先
づ
斯
〈
の
如
、
き
も
の
な
h
t
す
れ
ば
、
真
に
立
入
つ

τ農
業
艇
糖
ご
農
民

祉
曾
相
Z
に
闘
す
る
そ
の
所
見
を
叩
い

τみ
る
矯
め
に
は
、
先
づ
自
作
農
民
に
閲
す
る
方
面
を
、
-
次
仁
農
業
勢
働

者
に
閲
す
る
方
面
を
叩
〈
の
が
腕
究
上
便
宜
に
ご
思
は
れ
る
。

自
作
農
業
-c
自
作
農
民
己
の
運
命
に
闘
し
て
は
マ
ル
ク
ー
は
前
に
遁
ぺ
た
や
う
な
結
論
を
奥
へ
て
居
る
の
た

が
、
悲
に
自
作
農
古
い
ふ
の
は
主
Z
し
て
所
謂
小
農

f
し
て
の
自
作
農
で
ゐ
っ
て

(Pao--EFER)
他
人
の
勢

働
に
依
頼
せ
す
、
自
家
の
労
働
を
以
て
之
を
耕
作
経
替
す
る
を
得
る
ピ
り
の
小
農
地
を
所
有
し
、
然
か
も
そ
の
一

家
勢
力
仁
は
多
少
の
徐
裕
め
る
に
、
主
(
の
所
得
は
一
家
生
活
仁
足
ら
な
い
所
か
ら
、
副
業
ご
し

τ多
少
の
家
内
工

業
仁
携
は
り
、
若
〈
は
多
少
は
他
人
の
錦
に
賃
傭
労
働
じ
も
従
事

L
な
り
れ
ば
な
ら
凪
や
う
な
獄
態
に
在
る
も
の

ebenda 
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r 

を

ν
ふ
の
で
ゐ
る
o
そ
の
所
有
し
経
倍
す
る
農
地
の
大
き
仁
つ
い
て
は
7

F

ク
エ
は
何
所
に
も
説
い
て
居
な
い
が

右
の
如
〈
解
縛
す
る
を
趨
蛍
ご
す
る
で
あ
ら
う
。

此
稀
の
自
作
農
民
じ
在
っ
て
は
・
土
地
は
最
も
重
要
な
る
生
康
要
具
正
し
て
の
働
を
品
品
川
，
E
同
時
仁
、
叉
そ
の

所
有
者
た
る
農
民
一
家
の
勢
働
の
策
さ
れ
る
場
所
Z
し
て
快
ヤ
べ
か
ら

5
る
も

ω
で
ゐ
る
出
比
附
聞
は
彼
の
資
本
的

な
る
純
企
業
を
行
ム
有
期
小
作
人
が
土
地
に
帆
到
し
て
有
す
る
聞
係
己
少
か
ら
す
趣
を
異
に
す
る
所
で
、
企
業
小
作

人
に
在
つ
工
は
裳
粧
品
百
上
資
本
の
働
〈
部
分
が
小
自
作
農
民
の
経
笹
に
比
し
迩
か
仁
多
大

f
あ
る
に
加
へ
て
、
資

本
は
必
す
し
も
之
を
農
業
に
用
ゐ
な
い
で
も
他
に
幾
ら
も
之
を
用
ゆ
ペ
き
道
が
あ
る
o

確
か
に
勢
働
よ
h
も
資
本

は
融
地
位
に
官
み
移
動
性
に
富
ん
で
居
る
。
従
て
小
自
作
農
民
に
在
つ
て
は
土
地
は
企
業
小
作
人
に
於
げ
る
よ
り

も
純
管
上
重
要
の
地
位
を
占
め
る
次
第
で
あ
る
。

斯
か
る
小
由
民
地
の
所
有
は
、
其
所
有
者
の
蚊
が
頗
る
多
〈
て
田
舎
人
口
は
郁
舎
人
口
よ

h
も
遥
か
に
多
数
な
る

ニ
ご
を
前
提
ご
し
・
然
か
も
他
の
売
業
方
面
で
は
資
本
主
義
的
な
る
生
産
方
法
が
大
い
に
後
這
せ
る
に
拘
ら
や
農

業
方
面
に
於
て
は
其
畿
迷
大
い
仁
遜
れ
、
又
仙
の
方
面
で
は
資
本
的
な
る
集
中
が
表
は
れ
て
居
る
に
拘
ら
中
農
業

方
面
で
は
却
っ
て
共
分
散
せ
る
妹
抽
出

ω存
す
る
こ
子
伊
三
前
提
正
す
る
も
の
で
あ
る
o

そ
し
て
か
、
る
小
自
作
農
民

る ι}
、生
に産
過物
ぎ 11
2・多
る〈
をは
WIJ ilI 
E 接
τ にz白
川家

。1)

消
費

充

ら

れ

たい
V

其
残
俄
が
尚
品
正
し

τ都
市
の
市
場
に
供
給
せ
ら

論

盤

マ
ル
ク
ス
由
農
業
飽
梼
観

第
二
十
四
巻

九
四
七

第
六
時
酔

五
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諭

マ
ル
ク
只
申
農
業
鯉
画
観

第
三
十
四
巷

丸
四
八

見

掛

帯

資
本
的
小
作
人
は
普
通
山
資
本
主
同
様
に
其
用
ゐ
る
可
愛
的
資
本
も
不
幾
的
資
本
も
共
に
之
を
前
貸
的
投
資
ご

見
る
も
の
で
あ
っ

τ、
然
か
も
彼
等
は
出
来
得
る
限
h
可
盤
的
資
本
の
使
用
を
少
〈
せ
ん
Z
努
h
U

る
も

ω
で
あ

る
叩
然
る
に
小
自
作
農
民
は
之
に
反
し
て
、
長
〈
し
t
注
意
深
き
勢
働
に
依
て
其
の
可
麗
資
本
を
高
(
せ
人
吉
努

め
、
英
の
可
畿
資
本
こ
そ
は
彼
等
の
異
質
の
所
得
を
潟
す
も
の
吉
見
る
o

あ
ら
ゆ
る
不
盤
的
資
本
は
小
自
作
農
民

に
取
っ
て
は
労
働
の
機
曾
を
失
は
な
い
が
絡
め
の
手
段
た

b
従

τ彼
等
自
ら
自
ら
に
賃
金
を
支
抑
ひ
得
る
が
矯
め

の
手
段
ご
見
る
に
過
ぎ
な
い
。
卸
も
或
目
的
の
勉
め
に
存
す
る
手
段
ピ
見
る
に
過
ぎ
な
い
。

勿
論
此
等
の
小
自
作
農
民
吉
レ
へ
い
ど
も
他
の
普
通
の
第
働
者
同
様
に
総
分
券
働
を
錦
す
も
の
で
め
る
。
郎
も
そ

の
労
働
力
金
維
持
す
る
に
必
要
な
る
所
以
上
の
労
働
を
錯
す
も
の
で
あ
る
。
此
の
険
分
労
働
は
傍
分
な
生
産
物
J
」

L
て
・
貨
現
す
る
も
の
で
.
品
開
剃
胴
慣
値
帥
も
利
潤
を
生
守
る
。
そ
し
て
此
の
徐
分
生
産
物
は
、

小
自
作
農
民
の
生
産

に
在
つ

τも
、
他
の
産
業
方
面
に
於

τ資
本
主
義
的
な
る
生
産
方
法
内
設
建
し
で
居
る
闘
で
は
、
共
ゆ
一
部
分
が

他
山
生
産
方
面
正
の
比
般
に
於
τ
俄
剰
刺
潤
即
ち
地
代
Z
[
τ
表
は
れ
る
ほ
y
」
多
大
で
あ
り
得
る
。

き
れ
ば
小
自
作
農
民
に
劃
す
る
利
己
的
利
用
の
限
界
は
彼
が
小
資
本
主
で
あ
る
限
h
資
本
の
苧
均
利
潤
で
も
な

け
れ
ば
叉
彼
が
小
地
主
で
ゐ
る
限
り
地
代
の
必
然
性
で
も
な
い
。
小
資
本
主
Z
し

τの
彼
に
謝
す
る
組
調
的
な
限

界
は
・
貨
に
労
働
賃
金
で
あ
る
。
彼
が
異
質

ω生
産
費
を
控
除
し
た
る
後
に
彼
自
身
に
支
梯

υ得
る
所
の
勢
賃
に
外

な
ら
な
い
の
で
ゐ
る
o

従

τ彼
れ
の
生
産
せ
る
所
の
も
の
、
債
格
が
彼
仁
此
の
賃
金
を
保
障
す
る
限
'
り
は
彼
は
土

III. Bd. II. Theil， S. :229 
Cohnstaed， a. a. O. S. 56 
ibid. s. 57; Das Kapital III Bd. 11. 5・338
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世

地
を
耕
作
す
る
を
箭
せ
な
い
。
そ
し
て
麗
々
賃
金
が
生
存
上
の
最
低
限
度
に
低
落
す
る
ま
で
其
仕
事
を
纏
鎖
す
る

の
で
あ
る
。

何
れ
に
し
て
も
小
自
作
農
民
は
た
u
y

地
代
所
得
を
目
的
ピ
す
る
所
の
車
純
な
る
地
主
た
る
資
格
を
備
へ
た
も
の

で
も
な
り
れ
ば
、
叉
資
本

ω所
有
者
ご
し
て
其
の
利
子
所
得
を
大
に
す
る
こ
ど
を
目
的
ピ
す
る
も
の
で
も
な
い
。

彼
は
小
面
積
の
土
地
内
所
有
者
で
ゐ

h
、
小
資
本
の
所
有
者
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
彼
が
農
業
を
笹
h
u
目
的
は
、
自

己
の
土
地
を
勢
働
ゆ
場
所
吉

L
て
共
上
に
一
家
内
濁
立
な
る
峠
労
働
を
行
ひ
之
に
劃
し
て
賃
金
所
得
bl-
占
む
ぞ
」
ご

に
存
す
る
u

そ
し
て
時
仁
は
地
代
に
相
官
す
る
伶
H
Y

利
得
に
奥
か
る
こ
ご
も
あ
る
り
れ
H
Y
」
弘
、
時
に
は
叉
生
活
の

最
低
必
要
を
充
す
に
足
る
に
け
の
僅
少
な
る
持
負
所
得
に
甘
ん
じ
て
、
農
業
wm傍
を
継
続

τる
も
の
で
あ
る
。
そ

L
τ
彼
の
所
得
が
地
代
Z
見
る
べ
き
多
少
的
傍
分
利
得
を
奉
「
る
に
足
る
も
の
ご
し
て
表
は
れ
る
か
、
そ
れ
ご
も

た
hv
僅
か
に
生
活
を
支
持
す
る
仁
足
る
や
足
ら
す
の
最
低
賃
金
を
蔚
ら
す
に
過
ぎ

F
る
か
は
、
主
ど
し

τ天
然
の

思
患
の
厚
海
に
依

τ定
ま
る
所
の
牧
穫
的
多
少
ご
叉
彼
自
身
の
到
底
・
』
れ
を
如
何
正
も
す
る
ニ
ご
の
出
来
な
い
生

産
物
阿
慣
格
の
高
低
ご
に
依
る
。

「
斯
が
る
自
作
農
民
の
自
由
な
る
小
農
地
所
有
の
形
式
は
支
配
的
な
る

E
常
的
形
式
ご
し
て
古
ク
ラ
ジ
ツ
ク
時

代
の
一
耽
曾

ω
経
済
的
基
礎
を
柏
崎
し
て
居
た
正
同
時
に
、
近
代
の
闘
民
り
中
に
在
つ
て
は
、
封
建
的
土
地
所
有
制
の

崩
壊
視
よ
ち
表
は
れ
た
る
諸
形
式
の
一
ご

L
て
之
を
見
出
す
守
』
ピ
が
出
来
る
」
芭
7

u

F

ク
ー
は
逃
ぺ
て
居
る
。

nui 

マ
ル
ク
ス
の
農
業
税
務
翻

第
二
十
四
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六
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九
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誼

議

J、

マ
ル
ク
A

の
農
業
経
湾
取

第
二
十
四
巻

九
五

O

第
九
ハ
臨

卸
も
「
英
士
ロ
利
に
於
げ
る
イ
ォ

p
v
y
リ

1
、
瑞
典
に
於
け
る
農
民
階
級
.
備
蘭
西
H
A

ぴ
西
部
獅
逸

ω農
民
]
こ
れ

で
あ
る
c

そ
し
て
マ
ル
ク
ス
の
見
る
所
で
は
、

か
、
る
自
作
農
民
の
自
由
な
る
所
有
制
は
、
小
規
桜
終
畿
に
謝
す
る
土
地

所
有

ω最
も
正
常
的
な
る
形
式
で
ゐ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
土
地

ω
所
有
己

ν
ふ
ニ
ピ
が
勢
働
者
自
身

ω労
働

ω生

産
せ
る
物
に
封
ず
る
彼
れ
の
所
有
の
保
件
を
錯
す
や
う
な
生
産
方
法
正
、
そ
し
て
農
業
者
が
愉
に
彼
自
身
の
生
存

手
段
を
ば
自
己
射
ら
猟
立
仁
叉
孤
立
せ
る
帥
労
働
者

Z
L
て
彼
れ
の
家
族
の
人
々
己
共
に
生
産
し
な
け
れ
ば
な

ι泊

や
う
な
生
産
方
法
に
謝
す
る
土
地
所
有

ω最
も
正
常
的
な
形
式
で
め
る
。
此
柿
の
結
後
方
法
の
十
分
な
る
後
遺
の

活
に
は
、
土
地

ω所
有
正
い
ふ
ニ
ご
は
、
手
工
業

ω
自
由
な
る
後
越
の
鋳
に
器
具
的
所
有
が
必
要
訣
「
吋
か
ら
F

る
ご
同
，
休
に
必
要
な
ヨ
』
ピ
で
あ
る
。
か
、
る
方
闘
で
は
其
事
以
貨
に
人
秘
的
な
自
由
加
倒
立
的
後
述
り
基
礎
を
潟

す
。
そ
れ
は
叉
農
業
そ
り
も
の
、
後
遺
の
鴻
め
に
も
鍛
「
べ
か
ら

g
る
過
渡
的
朕
磁
を
篤
す
究
第
で
あ
る
同

併
L
そ
れ
ど
同
時
に
か
、
る
自
作
的
小
農
地
所
有
制
は
、
業
の
性
質
上
、
嶋
労
働

ω枇
曾
的
生
産
力
の
俊
展
、
勢

倒
の
枇
曾
的
形
成
、
資
本

ω枇
曾
的
集
中
、
大
規
模
な
る
牧
畜
、
税
事
の
累
進
的
な
る
路
用
ピ
い
ふ
が
如
話
事
柄

を
ば
持
作
し
除
外
す
る
も
の
で
あ
る
田

宇

W

ク
ー
は
右
の
如
〈
信
宇
る
も
の
な
る
が
故
に
、
自
作
的
小
農
地
所
有
制
は
中
世
時
代
的
や
う
に
、
手
工
業

ご
相
並
ん
で
小
規
模
な
る
自
家
努
倒
的
な
叉
多
分
に
自
給
経
済
的
な
傑
を
止
め
た
る
小
農
業
に
は
過
し
た
制
度
で

ibid. 

do. 
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r 

ゐ
-9
、
又
必
要
な
制
度
で
ゐ
っ
た
け
れ
ど
も
、
従
て
農
業
の
俊
逮
上
是
非
見
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
同
階
梯
で
あ
っ

た
り
れ
H

ど
も
、

ぞ
れ
は
呪
代
か
ら
見
れ
ば
要
す
る
に
過
去
の
こ

Z
で
あ
っ
て
、
腕
に
廃
奥
的
側
域
内
に
属
す
る
も

の
た
る
に
外
な
ら
ぬ
正
翻
る
。

炉
、
る
小
農
地
内
自
由
所
有
制
が
・
勢
働

ω一
枇
曾
的
な
る
形
成
や
資
本
の
一
肱
曾
的

な
る
集
中
ピ
相
容
れ

a
さ
も
性
質
を
有
す
る

b
の
で
あ
b
，
、
大
規
模
経
俸
に
適
せ
十
又
科
卒

ω
肱
川
和
」
十
分
な
ら
し

め
F
る
-
」
己
は
、
批
舎
内
進
歩
ピ
経
済
一
般

ω発
達
ご
に
件
っ
て
、
漸
究
に
並
(
存
立

ω地
盤
を
危
〈
せ
ら
れ
、
時

代
に
取
残
さ
れ
て
奮
式
な
遺
物
ど
な
っ
て

L
ま
う
外
は
な
い
Y
Z
蹴
る
の
で
あ
る

U

郎
も
マ
W

ク
ス

ω史
観

ω
一
般

原
則
に
よ
今
、

或
川
代
に
趨
賞
に
し
て
其
時
代
に
銚
「
吋
か
ら
古
る
制
度
も
、

生
産
方
法
の
畿
迭
に
件
ひ
、

日干
代

が
極
化
す
る
仁
漣
れ
て
、
新
時
代
に
は
池
せ
ゴ
る
も
の

Z
な
っ
て
.
過
去
帳
に
記
入
せ
ら
る
、
ニ
ピ
、
な
ら
ざ
る

を
得
ぎ
る
-
次
第
で
め
る
。
自
作
曲
底
的
小
農
地
所
布
制
の
み
が
凋
h
某
原
則
仁
漏
れ
英
運
命
を
兎
れ
る
筈
は
な
か
っ

ヲ目、

o

b
t
e
 

四

勿
て
少
[
〈
自
作
農
制
波
落

ω
運
命
の
跡
を
尊
心
れ
ば
、
「
高
利
貸
E
税
制
己
は
此
制
度
を
銀
第
に
陥
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
o

土
地
代
倒
ご
し

τ多
額

ω資
本
を
投
ザ
な
げ
れ
ば
な
ら
肉
結
果
地
カ
閲
畿
の
潟

ω資
本
は
減
少
せ
ら
れ

る
。
生
産
手
段

ω
際
限
な
き
分
裂
己
生
産
者
の
佃
々
分
立
正
、
人
間
精
力

ω
多
大
な
る
浪
費
〈
生
産
諸
保
件

ω

累
進
的
劣
化
ど
生
産
手
段

ω勝
賞
Z
は
、
す
べ
て
皆
小
自
作
農
的
所
有
制
山
必
然
的
法
則
で
め
る
」
。

論

接

第
二
十
四
巻

部
~ず

量車

ブL

マ
ル
タ
ス
の
農
業
艇
商
槻

ブL

E 
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論

'犠

O 

マ
ル
ク
ス
町
農
業
糠
油
開
翻

拍
車
二
十
回
答

九
五

第
r、
捜

土
地
の
自
由
所
有
制
を
件
ふ
所
の
小
農
業
に
固
有
な
る
特
殊
の
弱
貼
吉
見
る
べ
き
も
の
は
、
農
地
の
購
入
り
怨

に
資
本
が
要
せ
ら
れ
る
ご
い
ふ
事
貨
が
ら
生
じ
て
来
る
o
右
に
示
し
た
所
に
も
あ
る
や
う
に
此
事
の
勉
め
に
小
農

業
者
は
地
力
を
開
畿

L
利
用
す
る
経
響
的
方
面
に
用
ゆ
べ
き
資
本
を
殺
が
れ
、
英
抑
制
笹
を
十
分
集
約
的
に
行
ふ
を

得
5
る
に
加
へ

τ・
土
地
が
資
自
民
せ
ら
れ
る
ご
い
ふ
事
貨
は
土
地
を
盆
々
商
品
化
せ
し
め
漸
衣
に
動
産
的
な
性
質

を
有
す
る
も
の
た
る
に
至
ら

L
め
る
。
そ
し
て
寅
買
移
輔
の
行
は
れ
る
毎
に
・
又
相
暗
酔
山
り
潟
さ
れ
る
毎
仁
、
土
地

は
い
つ
も
新
た
に
資
本
的
投
下
を
繰
返
す
こ
ど
仁
な
る
。
そ
し
て
土
地
を
買
取
・
り
た
る
者
か
ら
い
へ
ば
其
代
償
及

ぴ
英
利
子
は
之
を
牛
車
肱
餌
笹
上
の
費
用
ピ
見
る
外
は
な
い
か
ら
、
土
地
代
償
は
土
地
の
上
に
行
は
れ
る
生
産
に
よ

る
個
々
の
生
産
物

ω生
産
費
倒
格
の
出
来
る
に
つ
い
て
の
重
要
な
る
要
素
己
な
る
。

然
る
に
夏
に
静
か
に
7

U

F

タ
ス
の
設
〈
所
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
土
地
の
痕
格
は
資
本
に
還
元
さ
れ
た
る
地
代
に

外
な
ら
な
い
か
ら
、
農
業
が
資
本
に
主
義
的
に
経
営
せ
ら
れ
、

地
主
は
た
い
地
代
の
み
令
所
得
し
・

小
作
人
は
-
」
の

年
々
の
地
代
以
外
何
物
を
も
地
主
に
支
梯
は
な
い
な
ら
ば
、

地
主
が
嘗
該
地
を
買
取
る
に
常
っ
て
支
出
し
h
L

代
金

は
彼
に
謝
し
て
は
明
が
に
利
子
を
康
出
す
る
所
的
投
資
で
め
る
o

り
れ
H

と
も
こ
れ
は
農
業
そ
れ
白
髄
の
潟
め
に
投

周
せ
ら
れ
る
資
本
正
は
何
等

ω闘
係
を
有
た
な
い
》
。
農
業
の
縛
め
に
働
〈
同
定
資
本
の
一
部
分
で
も
な
け
れ
ば
流

動
資
本

ω
一
部
分
で
も
な
い
。
土
地

ω買
主
は
共
の
責
主
に
劃
し
て
土
地
代
債
を
耳
を
揃
へ
て
梯
ひ
切
っ
て

L
ま

う
の
で
め
っ

τ‘
貸
主
は
代
債
を
受
以
る
正
同
時
に
嘗
該
地
に
劃
す
る
所
有
を
失
ム
こ
正
に
な
る
o

き
れ
ば
此
の

調逸ては分割相続制の存する結果良子出他白兄椙姉妹の相続分たる土地を一

個めに相続せん主する場砕には被告事に封LでJ<1モ倒を排償したければた ι由。
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代
金
額
は
買
主

ω資
本
の
一
部
分
を
ば
形
諮
る
わ
け
で
は
な
〈
、
彼
は
阪
に
そ
れ
を
支
掛
っ
て
[
ま
っ
て
持
つ

τ

居
な
U

の
に
。
従
て
そ
れ
は
町
民
主
が
土
地
に
謝
し
て
何
等
か
の
方
法
で
投
下
せ
る
資
本
的
中
γ

い
は
嵐
せ
な
い
の
で

あ
る
山
つ
ま
h
斯
(
の
如
〈
土
地
代
金
は
農
業
生
産
上
に
閥
係
ゐ

b
其
潟
に
働
を
怨
す
所
の
資
本
に
は
無
関
係
の

も
の
で
あ
り
乍

tt
郎
も
農
業

ω立
場
か
ら
い
へ
ば
資
本
=
し
て
存
在
せ

F
る
も
の
で
あ

b
乍
ら
、
然
か
も
そ
れ

は
土
地
を
所
有
せ
ん
が
錫
に
土
地
所
有
者
が
前
所
有
者
に
劃
し
て
支
掛
っ
た
も
の
で
め
る
が
故
に
、

所
有
者
か
ら

毘
れ
ば
、
共
業
務
上
山
り
技
用
ご
昆
ら
れ

F
ゐ

ef
得
ダ
る
次
第
一
で
、
従
て
フ
ぞ
れ
は
常
該
地
の
上
に
行
は
れ
る
生
長
業

に
依
て
志
脱
出
さ
れ
た
る
側
々
の
物
の
生
康
費
中
に
加
算
せ
ら
れ

5
る
を
得
な
U
M
O

そ
し
て
そ
れ
に
け
生
産
物
の
債

絡
を
高
か
ら
し
め
、
其
版
資
z

ぜ
困
難
な
ら
[
め
、
引
い
て
某
業
務
を
行
ふ
自
作
農
民
の
事
業
白
叫
胞
を
困
難
な
ら
L

め
F
る
を
得
な
い
。

所
が
小
農
地
所
初
制
に
闘
し
て
は
、
土
地
自
身
が
償
値
を
有
も
従

τ資
本
正
し
て
土
地
生
産
物
の
生
産
倒
格
中

に
加
算
せ
ら
る
べ
き
こ
ど
恰
も
機
械
や
原
料
ゃ
に
於
り
る
己
同
様

r
ご

ω
異
見
が
存

L
て
居
る
o

然

L
マ
片
ク
ス

皐
説
に
従
へ
ば
、
地
代
吉
従
工
装

ω資
本
化
古
れ
h
i

る
地
価
慣
ご
は
、

た
い
こ
つ
の
場
合
に
於

τの
み
土
地
生
産
物

ω債
格
を
定
む
べ
〈
共
中
に
入
h
得
る
も
の
で
め
る
o

却
も
一
は
其
貨
な
る
農
業
資
本
の
結
合
の
結
果
ご
し
て
の

土
地
生
産
物
的
岡
慣
格
が
其

ω生
斎
償
格
以
上
に
居
h
、
そ
し

τ市
場
の
扶
況
が
地
主
を
し

τ此
ω差
額
を
ば
利
得

す
る
を
得
せ
し
む
る
場
合
で
め
る
。
そ
の
場
合
に
い
ふ
異
質

ω産
業
資
本
は
土
地
の
代
償
ご
し

τ支
梯
は
れ
る
も

E荷

叢

第
二
十
四
番

第
六
掠

丸
玉
三
一

マ
ル
ク
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由
農
業
組
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翻
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諭

犠

マ
ル
ク
ス
の
農
業
秘
情
視

第
六
抗

第
二
十
個
巻

丸
五
四

の
ご
は
無
関
係
な
る
-
』
ご
い
ふ
迄
も
な
い
。

二
は
濁
占
領
桁
の
存
す
る
場
合
で
め
る
。
然

L
此
の
陶
場
合
は
共
に

小
農
業
正
小
農
地
所
有
正
に
於
て
は
殆
ん
H

と
生
じ
な
い
。
そ
れ
は
此
等
に
於

τ
u生
産
は
大
部
分
自
家
用

ω柏崎に

明

行
は
れ
一
般
的
午
る
利
潤
率
に
依
る
制
理
を
離
れ
て
行
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

き
れ
ば
土
地
的
購
入
の
錦
に
せ
忘
れ
る
債
務
資
本
の
支
出
は
決
し
て
農
業
資
本
の
投
下
で
は
な
L
O

却
っ
て
そ

れ
は
小
農
民
が
共
の
生
産
範
凶
内
に
於

τ之
を
用
ゐ
得
る
資
本
の
減
少
一
を
請
し
、
彼
等

ω生
産
手
段

ω
範
囲
を
狭

〈
し
従
て
再
生
産

ω経
憐
的
基
艇
を
狭
小
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
o

之
が
絡
め
に
小
農
民

μ
高
付
食

ω鮒
に
せ

ら
れ
る
o

蓋
L
此
方
面
に
在
て
は
一
般
的
に
異
質
の
信
用
の
行
は
れ
る
ζ

ピ
が
少
い
か
ら
で
ゐ
る
。
大
農
地
経
倍

ma 

に
於

τ寅
民
の
潟
さ
れ
る
場
合
で
す
ら
も
、
土
地
代
金
の
支
山
は
農
業
の
防
害
で
ゐ
品
。

然
る
に
悲
い
ニ
正
に
は
、
自
作
農
的
小
農
地
制
の
蔚
〈
布
す
る
所
に
在
つ

τは
、
土
地
の
倒
椛
は
い
つ
で
も
比

税
的
高
き
を
例
ピ
す
る
。
若
れ
い
は
土
地
が
小
一
印
偵
つ
、
資
実
せ
ら
れ
る
か
ら
需
要
者
の
飲
が
多
〈
て
其
等
の
相
互

聞
の
競
争
の
結
巣
地
舗
を
段
々
に
せ

h
上
げ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
て
か
、
る
小
農
地
を
買
取
っ
た
者
は
其
買
収
の

焼
に
支
抑
っ
た
資
金
に
謝
し
て
比
較
的
低
い
利
組

h
の
刺
子
し
か
枚
取
す
る
こ
ご
が
由
来
な
い
v
o
然
る
に
彼
等
が

借
用
す
る
抵
常
信
州
借
金
の
僚
機
者
仁
謝
し
て
支
抑
は
ね
ば
な
ら
山
利
子
は
高
利
貸
的
に
高
き
を
筒
ピ
寸
る
の
で

ゐ
る
叫
こ
の
事
情
は
小
自
作
農
業
者
の
経
笹
を
刷
る
困
難
な
ら
し
む
る
も
の
で
め
っ

τ、
地
調
勝
賞
の
結
果
終
仁

叫

其
経
畿
は
不
可
能
に
終
る
に
も
至
ら
し
め
る
。
何
れ
に
し
て
も
小
農
業
経
倍
に
在
つ

τは
、
土
地
所
有
制
の
形
式

S. 344 
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た
b
又
其
結
果
た
る
土
地
調
格
瓜
生
産
そ
れ
自
身

ω制
限
ピ
な
っ
て
表
は
れ
る
も
の
で
あ
る
o
尤
も
品
州
事
は
大
農

業
や
資
本
的
な
る
綴
替
方
法
の
行
は
れ
る
大
農
地
所
有
制
に
於
て
も
亦
同
様
に
制
限
Z
し
て
表
は
れ
る
も
の
で
あ

る
o

蓋
し
品
偶
者
に
在
つ

τは
小
作
人
は
彼
自
身
の
利
盆
仁
は
な
ら
な
い
ー
で
結
局
地
主
の
利
盆
ピ
な
る
所
の
生
産
的

投
資
に
於

τ制
限
せ
ら
れ
る
か
ら
で
ゐ
る
。

き
れ
ば
雨
形
式
何
れ
に
於

τも
、
共
同
的
な
永
久
の
所
有
物
正
し
て

の
土
地
の
、
又
人
間
生
々
連
鎖
の
欠
ヤ
ペ
炉
ら
ま
る
存
在
保
件
た
る
も
の
た
り
再
生
産
俊
件
ご
し
て
の
土
地
の
、

白
峰
的
に
し
て
合
理
的
な
る
取
扱
の
代
h
仁
、
地
カ
の
掠
肘
骨
JE
濫
用
ピ
が
表
は
れ
る
次
第
で
あ
る
o
然
炉
、
も
小
所

有
地
制
に
在
つ
て
は
此
事
は
労
働
の
枇
曾
的
な
る
生
産
カ
を
使
用
す
べ
き
手
段
ご
智
識
ど
の
快
乏
か
ら
産
み
出
き

れ
、
大
所
有
地
制
仁
在
つ

τは
小
作
人
己
所
有
者
ご
を
出
来
得
る
限
b
速
か
に
富
ま
す
鋳
に
此
手
段
を
掠
奪
的
に

町

使
用
す
る

F

』
芯
か
ら
表
は
れ

τ京市る。

斯
く
の
如
〈
土
地
が
債
格
を
有
色
然
か
も
そ
れ
が
小
農
地
は
Y
」
高
岡
聞
な
る
こ
ぜ
の
錦
仁
小
農
的
自
作
農
業
の
経

マむ
F

F

Z
は
倫
ほ
此
械
の
農
民
部
瀬
古
共
生
産
関
係
ご
の
内
部
的
分
解
を
見

る
も
の
で
あ
る
。
郎
も
自
作
農
民
は
其
所
有
小
農
地
の
上
に
多
〈
の
第
働
を
施
す
の
で
あ
る
が
其
捗
働
は
甚
に
致

傍
困
難
な
る
事
情
ゐ
る
に
加
へ
て
、

果
薄
き
も
の
た
ら
・
2
る
を
得
な
い
。
何
静
な
れ
ば
其
労
働
は
孤
立
し
た
も
切
で
あ
っ
て
、
生
産
カ
の
客
机
的
な
る

抑

批
曾
的
な
る
然
が
も
叉
物
質
的
な
る
保
件
ケ
敏
い
に
も
の
に
か
ら
で
あ
る
c

聞
も
前
に
も
述
べ
引
や
ヲ
に
マ
ル
ク

旦
の
観
る
所
で
は
、
自
作
農
的
な
経
棋
は
習
慣
仁
捕
は
れ
不
A
ロ
理
的
な
る
経
営
に
外
な
ら
な
レ
ι

歯

強

マ
ル
タ
元
自
農
業
越
前
翻

第
二
十
四
巻

丸
五
宜
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論
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叢

マ
ル
ク
ス
の
農
業
魁
油
田
親

第
=
十
四
巻

九
五
六

第
六
抗

然
れ
ど
も
要
す
る
に
小
所
有
地
制
に
封
す
る
批
評
は
結
局
は
農
業
に
劃
す
る
制
限
ご
な
h
妨
硬
さ
な
る
所

ω
私

有
制
度
に
劃
す
る
批
評
ご
な
ら
ぎ
る
を
得

F
る
次
第
で
ゐ
る
。
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
忍
有
制
度
が
農
業
生
産
ご
土
地

白
鶴
の
合
理
的
な
る
取
扱
ご
維
持
己
改
良
ご
に
劃
し
て
造
り
怨
す
所
の
こ
の
制
限
、
」
妨
磯
正
は
議
所
に
於
て
楠
々

の
形
態
に
於
て
畿
反
し
た
の
で
ゐ
る
。
そ
し
て
叉
更
に
小
農
地
所
有
制
に
つ
い
I

て
見
れ
ば
、
小
所
心
地
制
は
人
口

の
大
部
分
は
農
村

ω住
民
で
あ
る
こ
己
、
労
働
に
於
て
は
一
枇
合
的
な
拙
労
働
が
行
は
れ
な
い
で
孤
立
的
な
勢
働
が
主

ご
L
て
行
は
れ
る
，
』
ご
を
前
例
虹
ピ
す
る
。
又
h
M

、
る
紋
態
に
於

τは
宮
古
再
生
産
の
設
展
ご
は
そ
の
精
一
脚
的
な
zu

俊
件
に
於

τも
毛
の
物
質
的
な
る
僚
件
仁
於
て
も
殆
ん
ど
除
外
吉
れ

τ居
台
、
従

τ合
理
的
な
る
耕
作
的
僚
件
も

除
外
さ
れ

τ居
る
こ
ご
を
前
提
ご
す
る
。
ぞ
れ
に
他
方
に
於

τは
、
大
農
地
所
有
制
は
農
業
人
口
舎
ば
常
に
縮
小

し
℃
止
ま
な
い
最
小
限
度
ま
で
減
少
せ
し
め
、
之
に
掛
立
す
る
に
、
常
に
増
加
し
て
休
む
こ
ご
な
〈
大
都
市
に
向

っ
て
集
注
す
る
工
業
人
口
を
以
て
司
る
o

之
が
斜
め
に
、
枇
曾
的
仁
し
て
然
か
も
生
活
の
自
然
法
則
に
依
て
議
定

苫
れ
た
る
新
陳
代
謝
の
結
合
関
係
中
に
救
拾
す
べ
か
ら

F
る
亀
裂
を
後
生
せ
し
む
る
所
の
諸
保
件
舎
産
ム
出
す
。

そ
の
結
果
ご
し
て
土
地
の
生
産
力
は
濫
費
せ
ら
れ
、
然
か
も
そ
の
滋
費
は
商
業
に
依
て
自
闘
の
岡
墳
を
越
へ
て
ま

で
越
か
に
遠
(
持
曲
さ
れ
る
次
第
で
あ
る
回

小
所
街
地
制
度
が
、
宇
ば
枇
曾
の
外
に
立
つ
所
の
野
鐙
人
の
階
経
営
造
り
出

L
、

εの
階
級
は
未
開
な
る
枇
曾

形
態

ωゐ
ら
ゆ
る
粗
野
Z
開
化
せ
る
悶
々
の

b
ら
ゆ
る
苦
難
Z
ゐ
ら
ゆ
る
貧
世
帯
ご
を
結
合
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
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ば
、
大
所
有
地
制
は
崎
労
働
力
を
ば
.
そ
の
自
然
に
後
生
す
る
精
力
が
某
所
に
遊
・
9
行
き
叉
其
所
で
は
そ
が
困
民
生

活
力
の
真
新

ω翁
め
の
漁
師
川
基
本
己
し
て
自
ら
を
蓄
積
す
る
所
の
最
後
の
領
域
即
ち
農
村
自
身
に
於

τ埋
葬
し
て

し
ま
ふ
も
の
で
あ
る
。
大
工
業
己
工
業
的
に
経
鐸
せ
ら
れ
る
大
農
業
己
は
共
同
に
働
〈
O

そ
し
て
前
者
以
主
正
し

て
労
働
力
を
も
従

τ人
聞
の
自
然
的
な
カ
缶
、
後
者
は
主
ご
し
て
直
接
に
土
地
の
自
然
カ
を
枯
渇
せ
し
め
荒
廓
せ

し
む
る
も

ωで
ゐ
る
-
M
E
に
依
て
雨
者
以
根
本
的
に
国
別
き
る
、
も

ωで
あ
る
正

L
τ
も
、
後
に
は
雨
者
は
、
工

業
的
な
組
織
が
農
村
に
於
工
も
亦
労
働
者

ωカ
k
枯
死
せ
し
め
、
工
業
正
商
業
ピ
は
又
土
地
の
力
を
吸
識
す
箱
め

に
要
す
る
手
段
を
農
業
に
治
h
奥
へ
る
こ
ご
に
依

τ、
互
に
手
を
取
り
合
っ
て
進
み
行
〈
も
の
で
め
る
。

さ
れ
ば
7

L

F

グ
旦
の
翻
る
所
で
は
、

小
所
有
地
制
も
大
所
有
地
制
も
共
仁
農
村
を
荒
厳
せ

L
め
、
農
村
人
口
を

減
少
せ
し
め
、
土
地
の
生
産
カ
を
枯
渇
せ
[
む
る
斜
め
に
働
(
司
』
正
、
な
る
も
の
で
ゐ
っ
て
、
土
地
所
有
制
の
基

礎
の
上
じ
立
つ
農
業
は
之
ご
並
び
行
は
れ
る
商
業
及
工
業
ご
相
助
り

τ.
人
カ
正
地
カ
子
宮
吸
盤
し
枯
死
せ

L
め

な
け
れ
ば
止
ま
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
中
に
在
う
て
も
小
所
有
地
制
の
上
に
立
つ
自
作
農
業
は
、
文
明
に
後
れ
経

臨
制
削
仲
の
綿
子
た
る
小
農
民
階
級
を
造
り
、

ヲ
ぞ
れ
等

ω経
済
£
境
越
ピ
は
段
々
に
悪
〈
な
っ
て
、

そ
の
経
営
は
絡
に

不
可
簡
に
蹄
l
、
結
局
滅
己
仁
赴
〈
外
は
な
き
次
第
で
ゐ
る
。
つ
ま
h
其
蓮
命
は
殆
ん
ど
歴
史
の
領
域
に
入
ら
ん

古
す
る
も
の
で
ゐ
っ
て
、
崎
潤
来
を
宿
す
る
も
り
ご
は
見
ら
れ
な
い
。
そ

L
て
小
自
作
農
民

ω階
級
は
、
牛
ば
耐
曾

の
外
に
立
つ
野
敏
人
の
階
級
吉
見
ら
れ
、

そ

ω階
級
は
未
開
枇
曾

ωゐ
ら
ゆ
る
組
野
正
開
明
国

ωゐ
ら
ゆ
る
苦
難

論

叢

九
E
t

第
プ守
観

五

マ
ル
ク
ス
由
良
鶏
紐
済
翻

第
二
十
四
巻
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論

議

マ
ル
ク
ス
の
農
業
粧
済
調

策
ニ
十
回
巻

大

九
五
八

第
六
親

ピ
貧
窮
ご
を
併
せ
有
す
る
階
級
化
己
見
ら
れ
て
居
る
こ
ピ
は
、
自
作
的
小
農
民
階
絞
己
し
て
は
随
分
ひ

E
い
言
葉

で
痛
烈
な
判
決
を
下
さ
れ
た
も
の
ご
調
は
ね
ば
な
ら
向
。

主

小
農
民
階
級
が
他

ω小
工
業
者
ゃ
、
商
人
や
利
子
に
依
て
衣
食
す
る
小
資
本
主
や
手
工
業
若
や
の
類
己
共
に
・

従
来
の
中
等
階
級
ご
し

τの
其

ω地
位
ご
猫
立
子
宮
持
ち
得
な
い
で
相
率
い
て
プ
ロ
レ
タ
9
ア

1
ト
の
階
級
に
渡

落
す
る
ご
い
ム
ニ
ご
は
、
共
産
黛
宣
言
に
も
明
示
さ
れ
て
居
る
。
そ
の
見
地
も
や
は
h
上
に
遁
ぺ
て
来
た
所
吉
岡

慌
に
、
農
業
に
於
り
る
資
本
主
義
的
批
官
民
は
工
業
に
於
り
る
FE
異
っ
た
も
の
ご

L
T
示
す
ニ
ピ
は
出
来
な
い
ご
レ

ふ
見
地
で
あ
っ
て
、
農
業
に
於
て
も
亦
大
鰍
替
が
小
経
俸
に
打
勝
つ
も
の
ご
見
ら
れ
、
小
純
血
冨
は
苦
み
表
へ
行
〈

に
反
し

τ大
経
笹
は
叶
唱
し
栄
え
て
行
(
も
の
吉
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
印
ち
資
本
主
義
的
な
る
進
化
的
行
程
に
於

て
は
大
産
業
は
常
に
有
利
の
地
位
を
占

U
る
自
の
で
、
そ
れ
は
農
業
方
面

ω小
縦
告
を
打
破
S
る
正
同
時
に
合
理

的
な
る
農
業
大
級
径
を
可
能
な
ら
し
め
る
。

「
大
産
業
に
し
て
初
め
て
よ
く
機
械
の
使
用
ご
共
に
資
本
主
義
的
な

る
農
業
の
常
住
的
来
礎
を
供
し
、
農
村
住
民
の
大
多
数
を
ば
根
本
的
に
所
有
を
剥
ず
、
農
業
ピ
家
庭
的
で
農
村
的

な
工
業
ピ
の
分
離
を
完
成
す
る
一
〕
の
で
ゐ
る
o

家
庭
的
な
る
工
業
が
大
工
業
叫
縛
め
に
巴
ば
さ
れ
て
小
農
民
が
其
方
面
か
ら
の
所
得
を
失
っ
た
こ
苫
は
、
農
民

冊
臨
済
の
錦
に
は
又
一
の
大
い
な
る
打
撃
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
蓋
し
農
民
は
農
業
か
ら
の
所
得
だ
け
で
は
食
っ
て

Das Komrnunistische Manifest. siebente autorisierle deutsche Ausgabe. 

S. 29 
Das Kapita1. J. Bd目 1.Au日.日.732; lV. Aufl. '5. 7J4; Volksausgabe 

S. 677侃

&4) 

35) 

a.. 

. ..・4



r 

調

行
り
な
い
で
、
家
庭
的
な
工
業
か
ら
所
得
の
補
充
を
得
て
、
そ
れ
で
生
き
て
行
か
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
境
遇
に
在

る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
叉
7

Y
ク
ス
の
糊
る
所
で
は
、

共
有
地
が
附
近
の
光
地
主
に
依
て
拙
閉
鎖
せ
ら
れ
た
こ
ど
も
、
小
農
民
り

抑
低
落
を
誘
致
す
る
に
奥
つ

τカ
ゐ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
蓋
し
共
有
地
の
使
用
は
、
到
る
所
で
小
農
業
り
第
二

ω補

充
を
柏
崎
し
、
こ
れ
ゐ
る
が
局
め
に
家
畜
の
飼
育
を
可
能
な
ら
し
め
て
居
た
か
ら
で
あ
る
叩

租
枕
も
亦
小
農
民
設
落

ω原
闘
争
』
潟
す
も
の
、
一
つ
に
数
へ
な
け
れ
ば
江
ら
品
。
郎
も
7
y
p
月

ω見
る
所
で

は
、
前
に
一
↓
↑
=
目
し
た
や
う
に
、
高
利
貸
正
租
税
制
度
正
は
小
農
地
所
有
を
ば
到
る
所
で
困
窮
に
陥
れ
る
も
の
で
あ

m

'

 

る。
要
す
る
に
7

F

F

λ

は
資
本
主
義
的
経
踏
の
後
遣
の
縛
め
に
、

小
農
業
は
漸
次
座
迫
せ
ら
れ
て
衰
己
に
傾
き
、

小
農
業
者
は
「
資
本
主
義
的
に
鰹
鐙
せ
ら
れ
る
農
業
内
錦
に
座
迫
せ
ら
れ
て
、
賃
傭
労
働
者
の
階
級
に
常
に
新
た

な
る
新
兵
を
供
鳴
す
る
〕
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
小
農
経
僚
は
減
少
し
て
行
(
。
其
寅
例
は
之
念
事
賞
に
徴
す
る

も
明
か
で
ゐ
品
。
そ
し
て
資
本
的
集
積
は
同
時
に
貧
困

ω集
積
を
意
味
す
る
。

マ
ル

F
1
は
大
健
以
上
の
如
〈
翻
る
も
の
で
ゐ
る
が
、
此
の
見
地
卸
も
資
本
主
義
的
な
る
集
中
は
現
時
り
経
済

に
於
り
る
一
般
的
傾
向
ご
し
て
表
は
れ
、
農
業
仁
於
て
も
亦
工
業
に
於
け
る
ピ
同
様
で
、

雨
者
間
仁
大
飽
的
傾
向

i肯

欝

マ
ル
ク
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山
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純
情
甑
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二
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一尚一勧

第
大
規

F、

第
二
十
四
巻

九
式

O 

倫

積

マ
ル
ク
見
由
農
薬
紐
済
観

に
閲
す
る
根
本
的
相
違
の
認
む
e
へ
き
も
の
な
〈
、
従

τ農
業
に
在
っ
て
も
工
業
に
於
げ
る
が
如
〈
資
本
的
な
る
大

経
替
は
常
に
小
経
幡
宮
に
脅
し
て
優
越

ω地
位
を
占
的
、
後
者
は
漸
夫
前
者
の
歴
迫
の
縛
め
に
表

C
に
向
ひ
、
小
血
属

地
所
有
は
失
U
れ
小
鳥
的
自
作
農
民
は
そ
の
経
済
上
の
濁
立
を
失
っ
て
賃
妙
働
者
の
階
級
に
陥
ら
ざ
る
を
得
争
、

ハ ー 一一山一刷

之
が
潟
め
に
無
産
階
級
は
盆
々
膨
践
し

τ英
人
々
の
境
遇
は
貧
困
に
迫
ら
5
る
を
得
な
い
吉
見
る
見
地
に
相
到
し

τ

は
、
理
論
己
貸
際
古
か
ら
之

ee駁
盤
し
て
居
る
人
が
少
〈
な
い
。
就
中
間
ι・
回
日
E
R
Z
(口
百
〈
C
E
Z
E
O
Rロ
ロ
問
自

品

E
m
O肉
庄
町
田

E
)
や

同

F
U
E
E
(的。
N

円
色
町
自

5
5
ι
F
E仏耳目耳目
Z
E
は
著
名
で
あ
る
。
特
に
開
ι-UE-ι

の
蕊
に
掲
「
る
著
書
は
、
此
貼
仁
開
削
す
る
マ
戸
タ
ス
の
見
地
の
設
を
E
さ
ん
錦
に
書
か
れ
た
り

t
謂
吋
差
支
な
さ

ほ
ど
で
、
共
所
論
は
詳
細
に
捗
つ

τ屑
る
o

之
に
つ
い
1

て
は
私
は
麗
に
其
一
端
を
紹
介
し
て
置
h
v
h

仏
肘
叉
私
が
本

文
じ
援
用
し
た
り
?
の
O
E訂
色
の
著
書
中
に
も
色
-n
反
駁
論
が
試
み
ら
れ
て
居
る
~
然
し
滋
に
は
私
は
反
割
論

を
ま
で
逃
ぺ
ん
震
に
本
論
を
草
す
る
の
で
は
な
く
、

た
い
有
の
他
に
7
U
F
h
y
z

の
農
業
経
済
翻
を
酬
明
へ
て
み
た
い
V

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
等
の
反
割
論
は
す
叫
て
之
を
顧
み
な
い
u

芭
同
時
に
私
自
身
正
し
て
の
批
評
を
加
へ
る
こ
Z

も
差
控
へ

τ畏
〈
。

• 

備
は
附
記
し
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
・
』
Z
は、

7
y
p
λ

は
農
業
内
部
仁
於

τ非
資
本
主
義
的
な
る
小
自
作
農
業
仏

資
本
的
な
る
大
農
業

ω競
母
の
錦
に
魅
倒
き
れ

τし
ま
う
古
見
る
ば
か

h
で
な
〈
、
そ
の
資
本
的
な
る
大
農
業
も
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亦
副
蹄
貼
を
有
し
結
局
-
一
瓦
己
に
録
す
る
外
は
な
い
ご
信
宇
る
こ
ご
こ
れ
で
あ
る
。
そ
の
変
じ
し
な
け
れ
ば
芯
ら
ぬ
珪

曲
言
し
て
は
、
資
本
主
義
的
枇
曾
に
於
け
る
不
可
避

ω事
寅
ご

L
て
都
曾
苫
田
舎
ご
の
分
離
の
結
梨
人
間
ぜ
土
地

ご
の
聞
の
代
謝
作
用
の
奈
さ
れ

F
る
や
一
得
古
る
-
』
ご
が
考
へ
ら
れ

τ居
る
o

郎
、
百
人
刷
が
食
料
や
衣
料
の
形
に
於

て
用
ゐ
た
る
土
地
の
来
成
分
が
再
び
士
地
に
返
さ
れ
る
三
さ
な
き
に
至
h
、
そ
札
が
縛
め
に
土
地
の
沃
度
を
維
持

す
べ
き
永
久
的
な
自
然
保
件
が
失
は
れ
る
に
至
る
か
ら
で
あ
る
肘
こ
の
見
地
は

9
1
ピ
ッ
ヒ
の
所
説
に
基
い
て
居

る
正
岡
山
は
れ
る
の
で
ゐ
つ

τ、
9
1
ピ
ッ
ヒ
は
農
業
化
皐

ω立
場
か
ら
土
地
の
沃
度
の
維
持
に
闘
す
る
研
究
を
試

み
、
人
口
が
都
曾
に
集
中
し
て
土
地
の
素
成
分
の
新
陳
代
謝
を
潟
す
ぺ
き
多
〈
の
農
産
物
を
消
費
し
て
其
底
物
や

排
搬
物
を
農
地
に
返
し
輿
へ

F
る
よ
ご
、
な
る
に
遮
れ
て
農
地
は
其
沃
皮
を
械
守
.3
る
を
符
な
レ

t
設
い

τ居
る

の
で
あ
る
。

マ
戸
ク
ー
の
所
見
仁
よ
れ
ば
此
の
代
謝
作
用
の
故
乏
か
ら
し
て
小
自
作
農
的
な
経
替
も
資
本
主
義
的

な
大
級
替
も
共
に
土
地
の
生
産
カ
を
吸
取
っ
て
し
ま
ひ
地
力
を
枯
渇
せ
し
む
る
こ
f-
、
な
ら

F
る
を
得
F
る
も
の

ピ
信
じ
て
居
る
o

郎
ち
資
本
主
義
的
農
業
に
於
け
る
進
歩
は
地
力
を
掠
奪
す
る
技
術
に
於
け
る
進
歩
で
ゐ
り
、

定
期
間
に
封
し
て
土
地

ω生
産
力
を
冊
唱
さ
し
む
る
こ
ご
に
於
け
る
進
歩
は
同
時
に
そ
の
生
産
カ
の
永
久
的
な
る
源

ど
な
る
も
の
を
枯
渇
せ
し
む
る
に
つ
い
て
の
進
歩
た
る
に
外
な
ら
ぬ
ど
腕
て
居
る
の
で
ゐ
る
。

斯
(
t
生
産
の
資
本
主
義
的
な
る
組
織
は
、
土
地
の
合
目
的
的
な
加
工
ぜ
利
用
ピ
を
迫
々
仁
妨
げ
る
よ
ピ
、
な

hj
・
「
其
の
後
述
が
一
定
程
度
の
階
段
ま
で
上
ぽ
b
行
け
ば
枇
曾
の
物
質
的
な
る
生
産
カ
は
、

現
存
の
生
産
闘
係

論

叢

マ
ル
ク
ス
申
農
業
組
済
期

第
二
十
四
魯

L

Z
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i詣

護

マ
ル
ク

λ

由
畠
業
魁
消
観

第
二
十
四
巻

ブL
r、

第
六
批

O 

t
撞
着
す
る
に
至
る
o

法
律
的
な
云
表
は
し
で
之
を
換
言
す
れ
ば
、

従
来
そ
の
範
囲
内
に
於
て
生
産
力
の
活
動
し

て
居
た
所
有
閥
係
正
矛
盾
す
る
に
至
る
も

ωで
あ
る
o

此
の
闘
係
は
生
産
力
の
進
化
の
形
式
が
ら
し
て
急
に
そ
の

経
椅
に
縫
化
す
る
も
の
で
あ
る
凶
」
卸
も
所
有
閑
係
は
初

ω中
は
生
産
力
進
化
の
形
式
を
錯
し

τ居
る
が
或
時
期
に

議
す
れ
ば
却
っ
て
共
来
純
正
な
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
進
化
の
過
程
は
工
業
的
な
生
産
に
於
て
も

農
業
的
な
生
産
に
於
工
も
柳
か
の
相
違
も
存
せ
子
、

南
方
面
仁
拠
到
し
同
一
様
仁
資
本
主
義
的
原
則
が
安
富
す
る
も

の
で
ゐ
る
。
「
資
本
濁
占
は
そ
の
支
配
三
共
に
叉
そ
の
支
配
下
に
紫
柴
す
る
生
産
方
法
の
桂
締
ご
な
る
。
生
産
手

段
の
集
中
古
労
働
の
一
枇
曾
化
=
は
、
主
(
資
本
主
義
的
な
る
皮
妓
ご
附
立
し
雛
い
或
結
に
到
達
す
る
も
の
で
あ
る
o

皮
l

設
は
打
硝
捕
さ
れ
る
。
資
本
主
義
的
な
る
私
有
制
の
最
後
の
日
は
来
る
。
掠
奪
者
は
却
っ
て
掠
奪
せ
ら
れ
る
こ
正

に
な
る
叫
」
そ
し
て
生
産
手
段
が
斯
〈
の
如
〈
に
し
て
私
有
制
の
経
備
か
ら
解
放
せ
ら
る
れ
ば
、
そ
れ
は
枇
曾
の
所

有
に
移
さ
れ
る
こ
吉
、
な
る
o

き
れ
ば
マ
ケ
ク

Aω
翻
る
所
℃
は
、

小
農
業
に
せ
よ
大
農
業
に
せ
よ
、
荷
も
土
地
其
他
一
般
的
に
生
族
要
具
の

な
有
制
の
下
に
於
て
其
の
生
産
が
行
は
れ
る
限
ち
は
、

そ
が
後
議
し
て
一
定
的
階
段
ま
で
進
み
行
り
ば
、
生
産
力

の
畿
迷
正
之
れ
を
容
れ
て
居
る
所
有
制
ご
い
ふ
一
舵
命
目
的
組
織
ご
が
調
和
し
雛
き
に
至
つ

τ、
比
戸
内
組
織
は
営
然
に

叶
肌
壊
せ
ダ
る
を
符
ざ
る
こ
己
、
な
る
。
卸
も
土
地
私
布
制
は
到
底
よ
〈
農
業
生
産
力
ご
調
和
し
得
ゲ
る
こ
さ
、
な

-
り
、
内
部
に
於
け
る
生
産
カ
t
h
v
ふ
カ
の
膨
脹
の
斜
め
に
所
有
制
ご
い
ふ
容
皮
は
張
り
裂
り
て

L
ま
は
F
る
を
得
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な
く
な
る
o

か
る
が
故
仁
初
は
小
農
的
自
作
制
が
一
一
茨
じ
す
る
が
、
次
に
は
そ
の
衰
じ
を
品
川
儀
な
か
ら
し
め
た
る
資

本
的
大
農
業
h
亦
自
己
内
部
内
矛
盾
か
ら
し
て
白
ら
に
衰
滅
せ

F
る
合
符
5
る
に
至
る
o

つ
ま
'
り
は
資
本
主
義
的

な
私
的
所
有
制
ご
雌
曾
的
生
爵
カ
ピ

ω樋
掛
川
り
斜
じ
花
的
所
有
制
は
巳
減
に
師
せ

U

ざ
る
べ
か
ら

F
る
こ
ご
、
な
る

一
般
法
則
が
妥
賞
す
る
次
第
で
あ
る
G

私
有
制

ω上
に
立
脚
す
る
農
業

ω運
命
は
商
工
業
も
皆
同
様
に
早
晩
末
期

ら
れ
る
貼
は
、

の
日
を
見
、
さ
る
を
得
F
る
も
の
ど
考
へ
ら
れ
る
内
で
ゐ
る
O

そ
し
亡
ぞ
れ
が
一
般
的
法
則
た
る
が
放
に
然
ち
ピ
凱

7

b

y

ク
ス
の
見
地
を
叩
(
者
に
取
っ

τは
、
特
に
注
意
十
要
す
る
所
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
同
。

前

護

マ
ル
ク
ス
の
農
業
制
蹄
翻

第
ニ
十
四
谷
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未
完
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